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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期
第１四半期
連結累計期間

第70期
第１四半期
連結累計期間

第69期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 （百万円） 18,187 19,073 107,373

経常利益又は経常損失（△） （百万円） 33 △2,290 5,370

親会社株主に帰属する四半期純

損失（△）又は親会社株主に帰

属する当期純利益

（百万円） △113 △2,225 4,089

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 636 △3,489 2,121

純資産額 （百万円） 30,844 28,258 32,086

総資産額 （百万円） 112,967 104,076 113,501

１株当たり四半期純損失金額

(△)又は

１株当たり当期純利益金額

（円） △1.17 △23.03 42.32

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 27.3 27.2 28.3

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第69期第１四半期連結累計期間および第70期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　第69期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社および当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動はありません。

 

EDINET提出書類

日本電子株式会社(E01905)

四半期報告書

 2/18



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社および連結子会社）が

判断したものであります。

 

　(1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間における経済状況は、国内において雇用情勢・所得環境の緩やかな改善が見てとれ

る一方、円高の進行、海外における地政学的リスクの影響、新興国経済の減速など、先行きの不透明感が高まり

つつあります。

このような状況下、当社グループは、中期経営計画「Triangle Plan」（平成28年度～平成30年度）に掲げる

重点戦略を強力に推進し、企業価値の向上および経営基盤の強化を図るとともに受注・売上の確保に努めまし

た。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は19,073百万円（前年同期比4.9％増）となりました。損益面に

おきましては、営業損失が1,394百万円（前年同期は営業損失205百万円）、経常損失は2,290百万円（前年同期は

経常利益33百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失は2,225百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半

期純損失113百万円）となりました。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 理科学・計測機器事業

電子顕微鏡への引合いは引き続き堅調であり、材料・医学・生物分野における開発研究から品質管理等の幅広

い分野からの要求に応えました。

この結果、当事業の売上高は11,622百万円（前年同期比 2.9%減）となりました。

② 産業機器事業

電子ビーム描画装置および電子ビーム蒸着用電子銃・電源の受注は引き続き好調に推移しました。

この結果、当事業の売上高は2,636百万円（前年同期比 109.0%増）となりました。

③ 医用機器事業

国内向け生化学自動分析装置の売上は堅調に推移しました。海外はOEM供給先であるシーメンスからの受注・

売上がやや低調に推移しました。

この結果、当事業の売上高は4,815百万円（前年同期比 2.9%減）となりました。

 

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末から9,425百万円減少し104,076百万円となりま

した。主なものとしては、現金及び預金が3,867百万円減少、受取手形及び売掛金が7,141百万円減少し、たな卸

資産が3,494百万円増加しております。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末から5,596百万円減少し75,817百万円となりまし

た。これは主に、短期借入金の減少3,039百万円によるものであります。

一方、当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、利益剰余金およびその他包括利益累計額の減少に伴い

28,258百万円となりました。以上の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は前連結会計年度末から

1.1%減少し27.2%となりました。

 

(3）事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。
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また、当社は、当社の企業価値・株主共同の利益を確保し、または向上させることを目的として、当社の財務お

よび事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等（会社法施行規則第118

条第３号に掲げる事項）は次のとおりです。

 

Ⅰ　当社の財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当社は、公開会社として当社株式の自由な売買を認める以上、大規模な買付行為に応じて当社株式の売却を行

うか否かは、最終的には当社株式を保有する株主の皆様の判断に委ねられるべきものであると考えます。

　しかしながら、大規模な買付行為またはこれに関する提案につきましては、当社株主の皆様が、当該買付者の

事業内容、事業計画、過去の投資行動等から、当該買付行為または提案の企業価値および株主共同の利益への影

響を慎重に判断する機会がなければ、株主の皆様が将来実現することのできる株主価値を毀損する結果となる可

能性があります。

　当社は、突然大規模な買付行為がなされたときに、買付者の提示する当社株式の取得対価の妥当性について株

主の皆様が短期間の内に適切に判断するためには、買付者および当社取締役会の双方から適切かつ十分な情報が

提供されることが不可欠であると考えます。

　このような基本的な考え方に立ち、当社としましては、株主の皆様が適切に判断できるよう、当社が事前に設

定する一定のルール（以下「大規模買付ルール」または「本ルール」といいます。）に従って、大規模買付行為

を行う買付者が買付行為に関する必要かつ十分な情報を当社取締役会に事前に提供し、当社取締役会における一

定の評価期間が確保されていることが必要であると考えております。

　また、当該大規模買付行為が明らかに濫用目的によるものと認められ当社株主全体の利益を著しく損なうと判

断されるときは、当社取締役会が大規模買付ルールに従って適切と考える措置をとることも必要であると考えて

おります。

 

Ⅱ　当社の財産の有効な活用、適切な企業集団の形成その他の会社の支配に関する基本方針の実現に資する特別な

取組み

　当社は、「創造と開発」を基本とし、常に世界最高の技術に挑戦し、製品を通じて科学の進歩と社会の発展に

貢献することを経営理念としております。創立以来の歴史の中で蓄積してきた要素技術・ノウハウ・グローバル

ネットワークを活かし、世界最高クラスの装置を提供する「分析・計測の世界において欠かせない企業」、さら

には独自のソリューションと付加価値を提供するOnly One Companyとなることを目指しております。

　中期経営計画「Triangle Plan」（平成28年度～平成30年度）では、前々期の中期経営計画「CHALLENGE 5」

（平成22年度～平成24年度）における「経営構造改革」の成果および前中期経営計画「Dynamic Vision」（平成

25年度～平成27年度）における成長戦略を継承し、これまで推進してまいりましたYOKOGUSHI戦略を背景に、新

たに“Speed”、“Difference”、“Change”の３つを更なる成長へのキーワードとして掲げ、成長戦略の深

化・具現化により、適正な利益を継続的に創出することができる高収益中堅企業への変革を大目標としていま

す。

　また、当社では、経営環境の変化に迅速に対応するため、経営のスリム化を図るべく、平成18年６月の定時株

主総会において、取締役の人数（定款上の定員の上限）を適正化するとともに、経営の意思決定の迅速化、業務

執行の効率化を図るため、「執行役員制度」を導入しています。さらに、法令遵守の徹底を図るため、業務監理

室を設置するとともに、企業の社会的責任を重視して、社長を委員長とし、社外弁護士も参加するＣＳＲ委員会

を設置し、コーポレートガバナンス体制の強化に取組んでおります。

 

Ⅲ　会社の支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配される

ことを防止するための取組み

　当社は、平成28年６月28日開催の第69回定時株主総会において、当社株券等の大規模買付行為への対応方針

（買収防衛策）（以下「本対応方針」といいます。）の継続をご承認いただきました。

　本対応方針は、大規模買付行為に際して、株主の皆様が大規模買付者の提案に対して適切に判断できるよう、

当社が事前に設定する大規模買付ルールに従って、大規模買付者が大規模買付行為に関する必要かつ十分な情報

を当社取締役会に事前に提供し、かつ、当社取締役会における一定の評価期間の経過後に当該買付行為を開始す

るというものです。

　大規模買付者が本ルールを遵守した場合には、取締役会は、当該買付提案についての評価意見を表明したり、

代替案を提示することにより、株主の皆様の判断に必要な情報を提供することとし、大規模買付者の買付提案に

応じるか否かは、株主の皆様において、当該買付提案および取締役会が提示する当該買付提案に対する意見、代

替案等を考慮の上、判断していただくことになります。以下に述べる例外的な場合を除き、当該大規模買付行為

に対する対抗措置はとりません。

　例外的な場合として、当該買付行為が明らかに濫用目的によるものと認められ、その結果として当社に回復し

難い損害をもたらすなど、当社株主共同の利益を著しく損なうと判断される場合には、取締役会は、外部専門家
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等の助言を得ながら、独立委員会からの勧告を最大限尊重したうえで、株主の皆様の利益を守るために、適切と

考える方策を取ることがあります。

　一方、大規模買付者により、本ルールが遵守されなかった場合には、取締役会は、当社および株主共同の利益

を守ることを目的として、新株予約権の発行等、会社法その他の法律および当社定款が認める対抗措置をとり、

大規模買付行為に対抗する場合があります。対抗措置の発動については、外部専門家等の意見も参考にし、また

独立委員会の勧告を最大限尊重し、取締役会が決定します。

　具体的な対抗措置については、取締役会がその時点で最適と判断したものを選択することとします。株主への

割当てまたは無償割当てにより新株予約権を発行する場合には、対抗措置としての効果を勘案した行使期間およ

び行使条件を設けることがあります。

 

Ⅳ　本対応方針が会社の支配に関する基本方針に沿うものであり、株主共同の利益を損なうものではなく、会社役

員の地位の維持を目的とするものではないことおよびその理由

　本対応方針は、大規模買付を行う場合の一定のルールを明確にするものであり、本対応方針導入の必要性、独

立委員会の設置、大規模買付ルールの内容、大規模買付行為が為された場合の対応方針、株主・投資家の皆様に

与える影響等を規定しています。

　本対応方針は、大規模買付者が大規模買付行為を行う際には必要かつ十分な情報を当社取締役会に事前に提供

し、取締役会による一定の評価期間が経過した後にのみ買付行為を開始できることとしています。さらに、大規

模買付者がこれを遵守しない場合、または、大規模買付行為が当社株主共同の利益を著しく損なうものである場

合には、大規模買付者に対して取締役会は株主共同の利益を守るために適切な対抗措置を講じることがあること

を明記しています。

　また、本対応方針そのものの導入・継続については、株主の皆様の承認をえることとしております。本対応方

針の有効期限は３年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時株主総会終結の時までとし、以後も

同様とします。

　なお、本対応方針は取締役会が対抗措置を発動する場合について事前かつ明確に開示しており、取締役会によ

る対抗措置の発動は本対応方針の規定に則って実施されます。

　また、取締役会が大規模買付行為について評価・検討を行う際や代替案を提示し、または対抗措置を発動する

際には、外部専門家等の意見も参考にし、当社経営陣から独立した委員で構成される独立委員会に諮問し、同委

員会の勧告を最大限尊重するものとしています。

　このような観点から、本対応方針が基本方針に沿うものであり、株主共同の利益を損なうものではなく、当社

役員の地位の維持を目的とするものでないと考えております。

 

(4）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は1,874百万円であります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成28年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成28年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 97,715,600 97,715,600
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は1,000株であ

ります。

計 97,715,600 97,715,600 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成28年４月１日～

平成28年６月30日
－ 97,715,600 － 10,037 － 8,974

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

平成28年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式 1,083,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 96,498,000 96,498 －

単元未満株式 普通株式   134,600 －
１単元（1,000株）未満の

株式

発行済株式総数 97,715,600 － －

総株主の議決権 － 96,498 －

（注）　「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式 293株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成28年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

日本電子株式会社

東京都昭島市武蔵野

三丁目１番２号
1,083,000 － 1,083,000 1.11

計 － 1,083,000 － 1,083,000 1.11

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平

成28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,441 8,574

受取手形及び売掛金 26,168 19,026

商品及び製品 11,423 13,206

仕掛品 27,944 29,801

原材料及び貯蔵品 1,949 1,803

その他 5,385 4,730

貸倒引当金 △418 △372

流動資産合計 84,895 76,771

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,523 6,317

機械装置及び運搬具（純額） 764 748

工具、器具及び備品（純額） 2,896 2,899

土地 1,833 1,749

リース資産（純額） 984 967

建設仮勘定 34 81

有形固定資産合計 13,036 12,764

無形固定資産   

のれん 2,866 2,774

その他 712 632

無形固定資産合計 3,579 3,407

投資その他の資産   

投資有価証券 8,586 7,567

その他 3,353 3,522

貸倒引当金 △7 △7

投資その他の資産合計 11,931 11,082

固定資産合計 28,547 27,253

繰延資産 58 50

資産合計 113,501 104,076
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 21,722 19,599

短期借入金 16,912 13,872

1年内償還予定の社債 650 650

未払法人税等 530 150

賞与引当金 1,155 1,910

その他 17,144 16,990

流動負債合計 58,115 53,173

固定負債   

社債 2,662 2,550

長期借入金 8,775 7,967

役員退職慰労引当金 189 159

退職給付に係る負債 10,260 10,422

資産除去債務 331 331

その他 1,080 1,213

固定負債合計 23,299 22,644

負債合計 81,414 75,817

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,037 10,037

資本剰余金 9,386 9,386

利益剰余金 14,057 11,493

自己株式 △536 △536

株主資本合計 32,944 30,380

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,514 1,883

繰延ヘッジ損益 － 109

為替換算調整勘定 △1,061 △1,883

退職給付に係る調整累計額 △2,310 △2,230

その他の包括利益累計額合計 △857 △2,122

純資産合計 32,086 28,258

負債純資産合計 113,501 104,076
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

売上高 18,187 19,073

売上原価 10,595 11,828

売上総利益 7,592 7,245

販売費及び一般管理費   

研究開発費 1,295 1,874

その他 6,502 6,765

販売費及び一般管理費合計 7,798 8,639

営業損失（△） △205 △1,394

営業外収益   

受取利息 32 20

受取配当金 49 60

受託研究収入 17 28

受取保険金 － 55

貸倒引当金戻入額 33 17

為替差益 113 －

持分法による投資利益 78 －

その他 53 29

営業外収益合計 378 213

営業外費用   

支払利息 118 105

売上債権売却損 8 8

為替差損 － 963

持分法による投資損失 － 4

その他 11 27

営業外費用合計 138 1,108

経常利益又は経常損失（△） 33 △2,290

特別利益   

固定資産売却益 0 1

その他 0 2

特別利益合計 1 4

特別損失   

固定資産除却損 0 0

その他 － 1

特別損失合計 0 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
34 △2,288

法人税、住民税及び事業税 231 158

法人税等調整額 △83 △220

法人税等合計 147 △62

四半期純損失（△） △113 △2,225

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △113 △2,225
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

四半期純損失（△） △113 △2,225

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 450 △630

繰延ヘッジ損益 △7 109

為替換算調整勘定 265 △663

退職給付に係る調整額 24 79

持分法適用会社に対する持分相当額 17 △158

その他の包括利益合計 749 △1,264

四半期包括利益 636 △3,489

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 636 △3,489

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　偶発債務

　連結子会社以外の会社に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成28年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成28年６月30日）

JEOL(MALAYSIA)SDN.BHD.の前受金（3,000千

MYR）
85百万円

JEOL(MALAYSIA)SDN.BHD.の前受金（3,723千

MYR）
95百万円

JEOL INDIA PVT.LTD.の前受金（67,892千

INR）
115　〃

JEOL INDIA PVT.LTD.の前受金（85,106千

INR）
130　〃

JEOL(BEIJING)CO.,LTD.の借入金（214百万

円）、前受金(17百万円)
231　〃

JEOL(BEIJING)CO.,LTD.の借入金（214百万

円）、前受金(17百万円)
231　〃

計 432百万円 計 457百万円

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）およびのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

667百万円

92　〃

712百万円

92　〃
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 241 利益剰余金 2.50 平成27年３月31日 平成27年６月26日

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．配当金支払額
 

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月28日

定時株主総会
普通株式 338 利益剰余金 3.50 平成28年３月31日 平成28年６月29日

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
理科学・計測
機器事業

産業機器事業 医用機器事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,965 1,261 4,960 18,187 － 18,187

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 11,965 1,261 4,960 18,187 － 18,187

セグメント利益又は損失

（△）
△282 161 1,015 895 △1,100 △205

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△1,100百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,100

百万円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
理科学・計測
機器事業

産業機器事業 医用機器事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 11,622 2,636 4,815 19,073 － 19,073

セグメント間の内部売

上高又は振替高
－ － － － － －

計 11,622 2,636 4,815 19,073 － 19,073

セグメント利益又は損失

（△）
△1,373 620 551 △201 △1,193 △1,394

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△1,193百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△1,193

百万円が含まれております。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額および算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 1円17銭 23円03銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（百万円）
113 2,225

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失

金額（百万円）
113 2,225

普通株式の期中平均株式数（千株） 96,634 96,632

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――――――― ――――――――

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年８月10日

日本電子株式会社

 取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岡　田　　吉　泰　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大　村　　広　樹　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本電子株式会

社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本電子株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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